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( 科目コード：8101520004MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】計測工学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

櫻井 文仁

【授業目標・教育方針】
発生している現象を正しく把握・理解する上で，正しく計測することが重要である．しかし，計測した量には誤差が
含まれ，測定値はばらつきをもって得られる．このような誤差の取扱いについて学ぶ．また，測定対象の量として変
位，速度，温度，圧力など様々なものがあり，それらを増幅，伝送，表示のために扱い易い電圧や電流などの信号に
「変換」する必要がある．この講議ではこのような目的で利用される変換器やセンサの変換方式，変換された信号の伝
送方式，表示方法について学習する．前期では，計測における誤差や誤差の統計的取扱いなど計測の基礎事項につい
て学習する．後期では，計測システムの基本構成，および各部の構成要素について詳しく学習する．

【授業概要】
発生している現象を正しく把握・理解する上で，正しく計測することが重要である．しかし，計測した量には誤差が
含まれ，測定値はばらつきをもって得られる．このような誤差の取扱いについて学ぶ．また，測定対象の量として変
位，速度，温度，圧力など様々なものがあり，それらを増幅，伝送，表示のために扱い易い電圧や電流などの信号に
「変換」する必要がある．この講議ではこのような目的で利用される変換器やセンサの変換方式，変換された信号の伝
送方式，表示方法について学習する．前期では，計測における誤差や誤差の統計的取扱いなど計測の基礎事項につい
て学習する．後期では，計測システムの基本構成，および各部の構成要素について詳しく学習する．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：谷口修，堀込泰雄共著，「計測工学（第２版）」（最新機械工学シリーズ１６），森北出版
参考書：山口勝美，森敏彦共著，「計測工学」（機械システム入門シリーズ２），共立出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
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【授業計画】（授業名：計測工学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 単位と単位系、計測とは 量：物理量，工業量，感覚量　音と騒音
第 2 回 基本量と基本単位 SI 基本単位の定義　SI 補助単位　接頭辞　組立単位
第 3 回 絶対単位系と工学単位系（重力

単位系）
単位系とその基本量

第 4 回 基本次元と次元式 次元式の利用 : 単位の換算，方程式のチェック
第 5 回 次元解析 (1) レイリー法
第 6 回 次元解析 (2) バッキンガムのπ定理 レポート 1

第 7 回 誤差の種類 誤差の定義　誤差の種類（系統誤差，偶然誤差，間違
い）

第 8 回 偶然誤差の法則 誤差の３公理　偏差，残差，かたより
第 9 回 誤差の統計的取扱い 相対度数，確率密度関数，誤差関数 ( 正規分布 )

第 10 回 母平均の区間推定 (1) 母分散既知の場合 (2) 母分散未知の場合
第 11 回 母分散の区間推定 (1) 母平均既知 (2) 母平均未知の場合 レポート 2

第 12 回 誤差の伝播法則 直接測定と間接測定　誤差の伝播法則の基本式
第 13 回 誤差伝播法則の適用 算術平均の分散　誤差等分の原理
第 14 回 最小２乗法 最小２乗法の原理 最小２乗近似式（１次式）最小２乗

近似式（n 次式，２次式）　観測方程式　正規方程式　
ポケットコンピュータの BASIC プログラム

レポート 3

第 15 回 計測における誤差や誤差の統計
的取扱いなど計測の基礎事項に
ついての復習

計測における誤差や誤差の統計的取扱いなど計測の基
礎事項についての復習

第 16 回 計測系の構成 計測系の基本構成　測定量の検出（変換），伝送，指
示

第 17 回 測定方式 偏位法と零位法　ばねばかり，てんびん秤　自動平衡
計器

第 18 回 機械的変換 機械的変換：マイクロメータ，ダイヤルゲージなど
第 19 回 流体的変換 空気マイクロメータ，面積流量計，U 字管，ピトー管

など
第 20 回 電気的変換 (1) インダクタンス変換，静電容量変換，電気抵抗変換
第 21 回 電気的変換 (2) 熱電変換 ゼーベック効果：熱電対 レポート 4

第 22 回 電気的変換 (3) 光電変換 フォトダイオード，CdS，LED など
第 23 回 光学的変換 オプチカルフラット，モアレ縞，レーザ干渉測長機
第 24 回 信号の増幅 (1) OP アンプの特徴　OP アンプの基本回路：反転増幅回

路非反転増幅回路，差動増幅回路，加算回路など
第 25 回 信号の伝送 (1) アナログ変調：振幅変調 (AM), 周波数変調 (FM）
第 26 回 信号の伝送 (2) デジタル変調：PAM，PPM，PWM，PCM，FSK レポート 5

第 27 回 AD 変換 AD 変換とは 逐次比較方式 AD 変換器，２重積分方式
AD 変換器

第 28 回 DA 変換 DA 変換とは　はしご形回路　はしご式 DA 変換器
第 29 回 記録計 ブラウン管オシロスコープ 可動コイル形計器 パルス

カウンタ
第 30 回 総括 計測システムの基本構成，および各部の構成要素につ

いての復習
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